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1 背景・目的 

 我が国において、平成 24 年に自然エネルギーの普及を目指す再生可能エネルギー固定価格買い取り制度の導入や

3.11の原発問題を背景とし、また国外でも新興国の経済発展により、世界的にエネルギーの需要が増大しており、その

利用に伴って発生する温室効果ガスの削減などが今後、重要な課題となっていることから、近年、再生可能エネルギー

への注目が集まっている。しかし、再生可能エネルギー導入にあたり、設置コストが高いことや自然環境に左右される

などが主な課題としてあげられているが、景観という観点から見れば太陽光発電施設などの再生可能エネルギー建設・

設置にあたり、既存のまちなみや自然環境と調和が図れていない問題が生じている。 

本研究では、都道府県における景観条例、景観計画及び太陽光発電施設に関するガイドラインを対象に、太陽光発電

施設において、どのような規制があるのかを比較検討し、太陽光発電施設の建設・設置にあたり、景観における諸問題

の対応を検討することを目的とする。 

 

2 分析方法と対象都道府県の抽出 

 都道府県の景観条例、景観計画、ガイドラインについて、太陽光発電施設に関する工作物の①高さ、②面積、③位置、

④色彩に関する規制の整理を行い、太陽光発電施設に特化した規制が明記されている県を抽出する。抽出した県につい

ては上記の規制項目で規制内容のキーワードを抜き出し整理する。 

まず、都道府県の景観条例、計画およびガイドラインを調べた結果、景観条例では 47県中 39県、景観計画では 24県

で施行され、ガイドラインでは 6県で策定されている。また、このうち太陽光発電施設に特化した規制の記述がある県

は、北海道、茨城県、山梨県、長野県、石川県、兵庫県、高知県、島根県、宮崎県、長崎県の 10県であり、北海道、長

野県、石川県、兵庫県、長崎県の 5県では景観計画区域が設けられている。(表 1) 

 

 

3 太陽光発電施設に特化した規制についての分析 

次に、抽出した 10 県においての太陽光発電施設に関する高さ・面積・位置・色彩の 4 項目での規制について、それ

ぞれ分析していく。 
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表 1 太陽光発電施設に関する記述がある県での景観計画区域 

表 2 高さ規制 表 3 面積規制 
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表 2の高さ規制について、石川県で

は、景観計画区域、景観形成重要地域

での高さ規制は13ｍであるのに対し、

建築物等の形態意匠が景観に及ぼす

影響が特に大きな地域である特別地

域では10ｍと規制が強化されている。

また、兵庫県では、住宅や小学校など

限られた建築しか認められていない

第 1,2 種低層住居専用地域での高さ

規制は 13ｍであるのに対し、病院等

の比較的大規模な建築が認められているそれ以外の用途地域では 15ｍと緩和されている。 

表 3 の面積規制については、北海道での一般地域での面積規制は 2000 ㎡であるのに対し、特に広域にわたる景観形

成を推進する必要がある広域景観形成推進地域では 1000 ㎡と規制が強化されている。同様に、長野県についても一般

地域より特に重点的に景観の育成を図る景観育成重点区域では 20㎡と強化されている。 

また、表 4の位置規制、表 5の色彩規制では、特に多く見られた文言は「周辺景観との調和」、「主要な眺望を妨げな

い」「モジュール色彩は低明度かつ低彩度」であり、他に明記されている文言として、位置規制では「歴史・文化的遺産

への配慮」が 4県、「自然景観、環境への配慮」が 4県、「道路から後退」が 5県、色彩規制では「パネルの素材は低反

射で目立たない」が 5 県、「付帯設備の色彩に配慮」が 4 県で明記されている。以上の内容から、太陽光発電施設設置

にあたり、既存の自然景観、歴史・文化的景観、眺望等の景観が乱される危険性にどの県も配慮している。 

 

4 まとめ 

 太陽光発電施設に特化した規制が明記されている都道府県は 47県中 10県で見られた。これらの県での 4つの規制項

目を分析した結果、高さ、面積規は共に 10 県中 5 県で規制され、そのうち 3 県は景観計画区域に応じ、規制の強化が

図られている。また、位置、色彩規制については県により規制内容の明記にバラツキはあるものの、既存の自然景観、

眺望等の景観が乱される危険性に配慮している。さらに、北海道、長野県、石川県では、景観計画区域や地域の特徴に

応じ、具体的な地形名や地域特徴を挙げた規制内容となっている。 
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